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令和５年度第２回小金井市食育推進会議 会議録 

 

日  時  令和５年８月２３日（水）午後２時～午後３時４０分 

場  所  保健センター ２階 講堂 

 出席委員  １１人 

  会 長   山 岸 博 美 委員 

  副会長   松 嶋 あおい 委員 

  委 員   牧 野 ま や 委員  雀 部 かおり 委員  妹 尾 和 子 委員 

  委 員   北 脇 理 恵 委員  服 部  聡  委員  髙 橋 健太郎 委員 

  委 員   保 谷   匠 委員  松 本 祐 子 委員  大 澤 秀 典 委員 

 

 欠席委員   ５人 

  委 員   横 山 英吏子 委員  太 田 篤 胤 委員  長谷川 郁 子 委員 

  委 員   井 上 正 子 委員  大 石 和 孝 委員 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員 

 健康課長                  伊 藤  崇 

 健康課主任                 近 藤 仁 美 

 健康課主事                 高 橋 雄 大 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍 聴 者  ０人 

 

（午後２時 開会） 

 

○山岸会長 それでは、定刻になりましたので始めたいと思います。 

 皆さん、こんにちは。本日は本当に連日、猛暑の中、またお忙しいところ御出席いただきありがとう

ございます。 

 それでは、これより令和５年度第２回小金井市食育推進会議を開催させていただきます。 

 初めに、委員の出欠に関して、事務局のほうからお願いいたします。 
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○事務局 本日の委員の方々の出欠でございますが、横山委員、太田委員、大石委員、長谷川委員、井

上委員から欠席の御連絡をいただいております。牧野委員、まだお見えになっていませんが、出席予定

です。牧野委員がいなくて９名、いらっしゃれば１０名ということで、過半数以上の出席となっており

ますので、審議会として成立することを御報告いたします。 

 次に、配付資料の確認をいたします。最初が今日の次第、名簿、前回の食育推進会議、令和５年第１

回の会議録案。それから、令和４年度第４回と令和５年度第１回食育推進会議資料である子ども食堂の

資料の差し替え分ということで、両面刷りになったものが１枚です。その次に令和４年度進捗状況調査

結果、Ａ３の大きい用紙です。それからカラー刷りのもので、令和５年６月１８日「小金井市民歯と口

の健康２０２３」、こちらは服部委員から。それから、ＪＲ東小金井駅における「ちゃんとごはん」キ

ャンペーン、こちらがカラーのＡ３のものと、それからもう一つ、「朝食で１歩前へ！」という、折り

畳むと三角のスタンドになるものなんですけど、それが多摩府中保健所、松本さんからの資料の提出で

す。 

 そして最後に、第４次小金井市食育推進計画の冊子、閲覧用ですので、帰りは机の上に置いていって

いただきたいんですけれども、以上が資料になります。 

 お手元に資料がない方、または一部足りないという方はいらっしゃいますでしょうか。過不足等ござ

いましたら、気がついたときでも結構ですので、事務局のほうにお願いいたします。 

 また、本日欠席をされている方の中に報告等を予定していた方もいらっしゃいますが、その場合は事

務局が簡単に説明いたしまので、御了承ください。 

 それから、先ほども言いましたけども、本日は冷房入っておりますが、暑いと思われますので、水分

を御持参された場合は適宜お飲みください。 

 事務局からは以上です。 

○山岸会長 ありがとうございます。 

 議事に入る前に、事前に皆様のところに送付された前回の議事録案、こちらのほう、御自身の発言内

容を確認していただきたいと思います。もし訂正された方は、訂正どおりになっているかを確認してい

ただきたいと思います。では、しばらくお時間を取りますので、御確認のほうをよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、この案でよろしい方は、挙手のほうをよろしくお願いいたします。大丈夫でしょうか。 

（ 挙  手 ） 

○山岸会長 ありがとうございます。 

○松嶋副会長 細かいことですみません。一番最後の１４ページの私の名前の松嶋の嶋の字が、山鳥な
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のですが、普通の島になっているので、そこの１文字だけ、もしできれば御訂正いただきたいと思いま

す。 

○事務局 申し訳ございません。 

○山岸会長 １４ページのほうですね。 

○松嶋副会長 はい。それだけです。 

○山岸会長 失礼いたしました。 

○事務局 失礼いたしました。 

○山岸会長 ほかは大丈夫でしょうか。もし追加でまた気がついたことがありましたら、終了までに事

務局のほうにお願いいたします。 

 では、今回新しい委員の方が就任されたとのことですので、事務局から紹介をお願いしたいと思いま

す。 

○事務局 もう既に名簿を御覧になってくださった方もいらっしゃるかと思うんですけれども、令和５

年８月２日付で農業に従事している萩原委員から髙橋健太郎委員に代わりました。髙橋委員も萩原委員

同様、学校給食にも野菜を収めていらっしゃっています。そして任期は、小金井市食育推進会議基本条

例第１４条第５項に基づき、令和６年１月３１日までとなります。 

 それでは、髙橋委員、一言お願いいたします。 

○髙橋委員 髙橋です。ちょうど青壮年部の部長が入れ替わったところで萩原さんから自分に変更とい

う形になりました。自分としては東町で農業をやっていまして、あとは法人があって、そこでもいろい

ろ貸借で借りて、ほかのところでも農業をやっています。食育推進会議、全然分かっていないことも多

いので、御指導のほうをよろしくお願いします。 

 以上です。 

○事務局 よろしくお願いいたします。 

 続きまして、ＪＡの人事異動に伴い桜井委員から大石委員に代わりましたが、本日は都合で欠席との

ことです。大石委員の任期も髙橋委員同様、令和６年１８月３１日までになります。 

 続けて事務局からです。井上委員から提出された子ども食堂の資料の差し替えについてです。両面刷

りの「また明日」と書いてあるのと、ポムの訪問報告という資料になりますので、そちらを御覧くださ

い。前回、令和５年第１回の会議の資料の子ども食堂「また明日」、それから前々回の会議、令和４年

度第４回、こちらに子ども食堂、ポムの家の資料が提出されています。どちらも数か所訂正と加筆があ

るとのことです。 

 例えば、「また明日」のほうです。そちらのほうでしたら、御飯の量が２升ではなく２升５合であっ
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たり、また寄附の金額が、前に配付した資料は大人２００円から３００円のところが、新しく作られた

資料のほうには、基本的には無料で寄附は自由と訂正されています。 

 また、裏のポムの家のほうでは、最初の資料は大人が５００円支払いというところが今回削除されて

います。また、メニューの副菜の野菜は地元の農家から頂いていますという文章が付け加えられており

ます。あとは、多少言葉が加えられたりとか、そういうふうになっております。 

 既に会議で配付した資料は、皆様も御存じかと思いますが、公開されていますが、差し替えをするに

は委員の皆様の同意が必要ですので、短い時間ですが、目を通していただき同意していただけたらと思

います。 

 また、この会議の資料の公開については、市のホームページだけではなく、ほかに図書館本館、それ

から、情報公開室、こちらは第２庁舎６階になります。それから、議員図書館で公開されておりますの

で、こちらのほうも差し替えをするようになります。 

○山岸会長 では、今御指摘いただいた分が基本的に改訂部分というようなことですが、いかがでしょ

うか。このような変更案が出されていますが、この案でよろしい方は挙手をお願いいたします。 

（ 挙  手 ） 

○山岸会長 ありがとうございます。もし何か追加で気がついたことがありましたら、終了までに事務

局のほうにお願いいたします。 

 また、事務局のほうで補足等がございましたらお願いします。 

○事務局 皆様も、今までの会議録や資料がホームページ上で公開されていることは御存じだったと思

いますが、そのほかにも、先ほど言いましたように、図書館本館、第２庁舎６階の情報公開室、それか

ら議員図書館で、紙媒体で公開しております。皆様がこの会議のために取材等される場合には、取材に

基づいた資料が公開されることや、公開場所等も取材先にお知らせしていただくようお願いいたします。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございます。 

 続きまして、意見・提案シートについて、事務局からお願いいたします。 

○事務局 意見・提案シートの御提出は、ありませんでした。 

○山岸会長 ありがとうございました。 

 それでは、議事に入ります。令和４年度小金井市食育推進捗調査結果について、事務局からお願いい

たします。 

○事務局 こちらの調査用紙、Ａ３で、配るときは２つに折ってあったと思うんですけれども、そちら

のほうを広げて御覧ください。 
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 まず、左端に３つの欄があって、１ページ目には入ってないんですけれども、一番端の「Ｎｏ．」と

いうのは、全事業の通し番号になります。第４次食育計画という、この水色の冊子があると思うんです

けれども、こちらの３４ページから４２ページまで、こちらにあるものが、食育月間・食育の日の取組

というのが一番最初にあると思うんですけども、そこから４２ページの大学等との連携推進というとこ

ろまで全部で６８事業が掲載されておりますので、その通し番号というものになります。 

 それから、２番目の「頁」、１ページ目はちょっと入ってないんですけども、こちらにつきましては、

水色の小金井市食育推進計画の何ページに載っていますということでページをつけさせていただいてお

ります。 

 それから、その３つの欄の一番右の「番号」は、第４次小金井市食育計画にある項目ごとの事業の番

号になります。例えば１番の食育月間・食育の日の取組の１というのは、３４ページの表にある１番と

同じようになっています。次の小金井市らしい食生活が２番になっております。 

 それから、次に「令和３年度進捗状況調査」、今の番号の３つ目が名前そのままに、令和３年度分の

各課の回答文です。そして、その隣の右側のほうが今回の令和４年度の進捗状況調査の回答となります。

自己評価が、まずこの報告書の一番上のほうに薄くグレーで、左と右と四角があると思うんですけども、

こちらのほうで、このように評価していますということで、担当課が自分のところに、該当するものに

丸をつけて、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評価を入れるようにしています。効果があったと思われる食育の視点が

３０ページにある７つの指標の部類です。取組の指標で、「食育という言葉や意味を知っている」とか、

「毎日きちんと朝食を食べる」とか、そこから「食品ロスの軽減」までで、これに関係があるなと思っ

たらそこに丸を各課に入れてもらうような形になっています。 

 この調査の結果によって、ほかの事業の進み具合を評価するものです。ただし、令和４年度もコロナ

感染拡大の影響もあり、未実施や年間回数がこなせなかったこともあります。また、健康課の事業で市

民アンケート、６ページの一番上のほうにあるんですけれども、実施該当年ではなかった場合、市民ア

ンケートは予算上５年に１回しか取れないので、そのような場合には回答なしという形になっておりま

す。 

 それから、令和３年度にはなく令和４年度に新しく入った事業については、比較ができないため評価

は入れておりません。以上が掲載用紙の項目についてです。 

 次に内容についてですが、既に皆さんにはウェブのほうで結果を送らせていただいたので、御意見等

ある方は挙手でお願いいたします。一応こちらのほう、回答についてかいつまんで説明いたします。 

 まず、１番の食育月間・食育の日の取組についてです。こちらは、東京都や国から毎年来ている調査

で健康課が取りまとめをして、東京都や国に報告をしています。 
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 一番最初、健康課もあるんですけれども、学務課と保育課につきましては、どちらも給食を実施して

おりますので、給食を中心とした食育になっています。健康課は、食育月間では小金井市で歯と口の健

康の、令和４年は展示をいたしました。また、毎月、食育の日、１９日なんですけれども、乳幼児メー

ルの配信を行っています。ただ、この配信というのは誰もが見られるというわけではなくて、配信に登

録した方が対象になっております。 

 その次に２番の小金井市らしい食生活の推進というところでは、健康課の講座、離乳食健康教室につ

いて回答しております。会場の都合で回数の少ないものもありますが、コロナ禍のために定員を減らし、

調理実習はデモンストレーションや調理体験に変更して試食はなしという状況で行っていました。試食

をしないといっても、実際に試食をするときと同様に作った見本で香りや形、それから味を見ていただ

くような方法で実施しました。事業アンケートの中には、試食したかったという声が多かったです。補

足ですが、令和５年度につきましては６月から試食を再開しております。 

 次に３番、農業祭等での啓発活動というところです。経済課がいろいろ絵のコンクールや食育カレン

ダーなどの作成を行っております。健康課のほうは、第４次食育計画と食育ホームページのチラシ及び

てくてくマップを配布いたしました。てくてくマップは、２０２０年１１月に改定されてから農業祭が

なかったので、いつも４００のところ５００部配布いたしました。また、余談ですが、保健センターで

コロナの予防接種が行われて、定期的に行われていたときに、今も置いてあるんですけど、保健センタ

ーの入り口にてくてくマップを置きましたら、毎週２０部ぐらいずつ補充するぐらい、予防接種に来ら

れた方には持っていっていただいておりました。 

 それから、令和４年度農業祭は多くの人出があったと思いますが、農業委員の松嶋さん、もし何かあ

りましたらよろしくお願いいたします。 

○松嶋副会長 農業祭についてですか。 

○事務局 農業祭ですね。それから、食育カレンダーについてもありましたらお願いします。 

○松嶋副会長 毎年、食育カレンダーについては、農業祭のときに行われているコンクールの絵を青壮

年部の方たちで審査していただいて、それを絵にしているんですが、その横に、いつも食育ホームペー

ジのほうからレシピを提供させていただいています。最初は、ただレシピをここでランダムに選んでい

ただいて、こちらがそれでいいですよという形だったのが、だんだん、私が農業委員に就任したことも

あるので、あらかじめこのお野菜でレシピを用意してもらえたらというような話をしながら、こちらの

ほうでもレシピを、今、毎月１回作っている中で、それを選んでいただく。なるべく皆さんがよく使う

野菜、または、売っているけど、よく使い方が分からない野菜を選ぶようにしております。 

 農業祭に関しては、去年やっとできたんですけれども、飲食のスペースがなかったりで、盛り上がり
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はしていたと思うんですが、今後の期待で、今年は産業祭ということで、産業、商業と一緒にできると

いうようなことなので、盛んになるんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

○事務局 ありがとうございます。今年度は１１月の１１、１２日ぐらい。 

○松嶋副会長 ちょっと今、見ないと分からないんですけれども、農業委員のほうでは野菜の審査と展

示をする予定ですが、まちおこし協会と一緒にスペースのほうで飲食の販売などがあると思います。去

年は飲食販売がなかったということで、お野菜の購入をして帰る方が多かったんですが、ちょっといま

いち、お楽しみに欠けるのかなという感じでしたが、久しぶりにできたので、お天気もよくてすごくよ

かったので、今年はスペースも広げてにぎやかにできたらいいなと思っております。 

○事務局 ありがとうございました。 

 それでは、ここまでで御意見のある方、または講座に参加されたり農業祭にいらっしゃった方、何か

関わった方がいらっしゃいましたら、御意見をお願いしたいと思うんですけれども。 

○山岸会長 いかがでしょうか。 

○事務局 特にないようでしたら、次にいきたいと思います。 

 次は４ページの真ん中の４番です。資源循環（エコベジタブル）教室の推進のところからになります。

４番から９番が、ごみ対策課が担当するところになります。 

 ４番の資源循環教室の推進、５番、夏休みごみリサイクル事業、６番、食品リサイクル堆肥、７番、

フードドライブ、それから８番、食品ロス削減推進協力店、９番、食品ロス削減月間の取組になります。

内容としては、もう書いてあるとおりなんですけれども、この部分で何か御意見のある方、または事業

に参加されてどうだったとか、分かっていらっしゃる方がありましたら御意見をお願いしたいと思いま

す。 

○山岸会長 では、北脇委員、よろしくお願いいたします。 

○北脇委員 北脇です。 

 ５ページのフードドライブのところです。令和３年ときと令和４年のときの食品回収量が倍ぐらい違

うので、こちらのほうが違う理由みたいな、そういったものとかを教えていただいて、フードドライブ

の量がかなり違うので、そちらのほうはどうしてなのかなという。分かる範囲で教えていただければ。 

○事務局 一応こちらを聞いたところ、延べ人数の割にキロ数がすごく多くなったのは、持ってこられ

た内容物が違うということなんですね。令和４年のほうは、ペットボトル飲料の水ものが多かったとい

うふうに、ごみ対策課に聞きましたところ、そのようなお答えがありました。 

○北脇委員 と考えますと、このキロで量るのはどうなんだろうというのがあって。物によって違うじ
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ゃないですか、カップラーメンとペットボトルだと。なので、点数で数えるなどをしていただかないと、

純粋に比較することができないなと。多分、事務の手間とか、そういったことがあるんだとは思うんで

すが、そういったキロで量るのにはちょっと限界があるのかなと個人的には感じましたので、評価の方

法を点数もしくは参加人数、そちらのほうで検討をしていただくというのはいかがでしょうかというふ

うに思いましたので、意見として言わせていただきます。 

○事務局 参加人数は、延べ人数ではなくて……。 

○北脇委員 延べ人数でもいいと思うんですが、キロがどうなんだろうというふうに思ったんです。な

ので、人数だけでも十分。それだけで不十分ということで市のほうで思うんでしたら、本数とか個数と

かにするとか。でも、個数だと大入りとか小袋とか、そういうのもあるので、やはりどちらにしても難

しいというふうになるんでしょうが、キロは要らないのかなと。ちょっと目安にならないのではないか

というふうに感じました。 

○松嶋副会長 すいません、質問です。 

○山岸会長 よろしくお願いいたします。 

○松嶋副会長 松嶋です。 

 この参加人数というのは、食品を提供された方と取りに来た方、両方合わせての人数なんでしょうか。 

○事務局 食品を持ってきてくれた人の人数。 

○松嶋副会長 持ってきた方が２２１。ということは、例えばもらいに来た方の人数は分からないとい

う。 

○事務局 分からないです。 

○松嶋副会長 なるほど。そういうことなんですね。それも、差し障りがあるのかもしれないんですが、

持ってきてくださった方と取りに来ている方のバランスも分からないと、フードロスの取組として有効

に働いているのかどうかというのが、ちょっと漠然として分からないんじゃないかなと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○事務局 取りに来た人数のほうは、品物を受け取るのはごみ対策課なので、そこは分かるんですけど

も、その品物は社協を通して配られているみたいなので、そこはちょっとごみ対策課では把握していな

いというようなことを、ちらっと聞いたんですけども。 

○松嶋副会長 その辺は、共有はされないということですか。 

○事務局 ごめんなさい、私もちょっと詳しいことは分かりませんので、そこはまた聞いて次回に御返

事するという形でもよろしいでしょうか。 

○松嶋副会長 はい、承知しました。 
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○山岸会長 よろしくお願いいたします。 

○北脇委員 すいません、１つだけ。この延べって、何に対しての延べなんですか。この延べ人数。 

○事務局 延べ人数というのは、持ってきてくださった方が、１人で何回も……。 

○松嶋副会長 毎月持ってきてくださる方が。 

○北脇委員 そういうことですか。分かりました。ありがとうございます。 

○事務局 結構同じ方が……。 

○北脇委員 そういうことですね。 

○松嶋副会長 ２０人の方が１０回持っていくと２００回ということです。 

○北脇委員 分かりました。ありがとうございます。 

○山岸会長 よろしいでしょうか。 

○事務局 ほかにありますか。 

 補足なんですけれども、８番の認定店というのは、飲食店のことだそうです。 

 それから、９番のセブンイレブンは、直営とフランチャイズを合わせて２０店舗あるとのことでした。 

 ほかに御意見ないようでしたら、次は６ページのほうにいきたいと思います。 

 ６ページの一番上の食育市民アンケート調査につきましては、先ほども説明いたしましたが、令和７

年度実施のため今回は実施なしなので、評価なしという形になります。 

 それから、１１番、１２番は食育ホームページについてです。こちらのほうは編集委員の方が減少し

たため、令和４年度に委員の募集をいたしましたところ、３人の方が入られました。実際に応募された

方は、もう少しいらっしゃったと思います。 

 それからまた、食育ホームページの広報として、食育ホームページ、ありますよということをお知ら

せするために、食育ホームページの編集委員の方がチラシを作っていらっしゃるんですけれども、新た

に公民館５館の窓口、経済課の窓口のほかに観光まちおこし協会を通して駅にチラシを置いてもらいま

した。 

 それから、１３番、経済課の庭先直売所マップについては、食育ホームページ委員の皆さんも協力し

ていただいたことから、健康課が皆さんに第４次食育計画を配布するとき、今、皆さんの机の上にある

水色の冊子のことですけれども、そちらを配布するときに一緒に庭先マップを同封したり、また、経済

課の方から、地元で野菜が取れるということを若い方にも知っていただきたいということから、うちの

「離乳食１回食」の事業でも優先的に配布しました。 

 それから、７ページの一番上が１４、１５、食育ホームページの活用、食育関連の人材の活用という

ことなんですけども、こちらも食育ホームページ関係であることから、１１番からここまで、ほかの方
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もあれなんですけども、まず委員である雀部委員、松嶋委員より補足等ありましたらよろしくお願いい

たします。 

○山岸会長 雀部委員、よろしくお願いいたします。 

○雀部委員 今日はいらっしゃらないんですけれども、こちらの太田委員が新たにメンバーとして加わ

ってくださいました。そのことによって新しく、後ほど食育ホームページの編集委員会よりというとこ

ろでお話ししようかと思ったんですけど、先にちょっとお話しさせていただくと、太田委員の発案で、

栄養成分表示を、加工食品などの裏に書いてあるものが栄養成分表示なんですけれども、それの活用術

とか、見方というのを少し一般の方に周知するために、栄養成分の表示についての活用クイズというも

のを始めました。今までで２回やっているんですけど、どういう内容かというと、１回目が、ホームペ

ージを見ていただければ一番よく、写真も出ているので分かりやすいんですけど、２つの食品の栄養成

分表示を見て、どっちを自分は選んだらいいかなというようなクイズなんですね。どっちに正解がある

とか不正解だとかというわけではなくて、例えば、ダイエット思考で太りたくないという人もいらっし

ゃいますし、逆に、ちょっと体力が今落ちているので痩せたくないという人もいると思うので、どちら

にも当てはまるような感じでクイズを作っています。だから、正解、不正解というクイズではないんで

すけれども、例えば例で言うと、１回目は卵サンドのコッペパンとツナサンドのコッペパンを２つ並べ

て、それのどちらを選んだほうがより自分のニーズに対して正しいものを選べるかというようなクイズ

が載っていたりとか、あとは、２回目のクイズですと、冷凍食品の鶏の唐揚げを、メーカーでそれぞれ

違うものを２つ用意して、裏の表示を見て、どっちがどれだけカロリーがあるかとか、太りたくない、

痩せたくないというのを満たせるかを詳しく説明したような、特に、クイズなんですけれども、ぜひ解

説を見ていただきたいなというようなクイズになっていて、これから月１回のペースでクイズのほうは

どんどん情報を上げていくということなので、親しみやすい内容にはなっていますので、ぜひ見ていた

だけたらいいなというふうに思います。それが新しい方が入って始まったことです。 

 ほかのことは、後でお話しします。 

○山岸会長 ありがとうございます。 

○事務局 ほかにどなたかいらっしゃいますか。大丈夫ですか。ありがとうございます。 

 それでは次、７ページの１６番から２１番で、こちらの事業はほとんど経済課になります。こちらの

事業に参加された方はいらっしゃいますか。親子農業体験とか学童収穫体験、地場野菜、小学生の料理

教室。 

○山岸会長 松嶋委員、よろしくお願いします。 

○松嶋副会長 私は、この大根の収穫体験に講師として参加しております。このときに３種類の大根を
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抜いていただいてお持ち帰りいただくということで、実は、本当は３種類から１本選んでだったはずだ

ったんですけど、手違いで３種類の大根を抜いてという話になってしまったらしくて、３本も大根を抜

いて、年末にですね、どうするんだよという話なので、おいしい食べ方、保存方法、活用法を説明して

ほしいというお仕事が来まして、畑のほうで抜いてもらって、その場で、この大根が、おふくろ大根と、

大蔵大根と、青首大根の３種類だったんですが、それぞれのおいしい食べ方、葉っぱをすぐ切っていた

だくとか、葉っぱ、皮の活用法とか、そういうレジュメをお配りしてお話ししたところです。非常に小

さいお子さんと親子３人、４人で来られていて、大根、なかなか抜けないと子供が言う中で、お父さん

が、よし、お父さんが頑張るよ、すぽっと抜けたら、お父さん、すごいみたいな感じで、お父さんも得

意満面みたいな。皆さんでビデオ撮って、すごく和気あいあいとしたいいイベントだなと思っていて、

都市農業の農地が今どんどんなくなっているんですけれども、農地があってすごくよかったなという意

見がすごくあったのと、おうちで大根を食べる、なかなか今買ったりすることも、料理する機会がなか

ったんですけど、こんなたくさん大根をもらっちゃってどうしようみたいな方も、こうやって食べれば

いいのねということでお持ち帰りいただいて、お正月に食べていただいたということですので、そうい

う意味では、食育と農業をつなぐいいイベントだったと思います。 

 ほかのイベントも、ジャガイモ体験とかも、農地で実際に収穫していただいて食べていただくという

のは非常に食育、農業をつなぐいい取組だなと思っております。 

 以上です。 

○事務局 ありがとうございます。学校給食の体験とか、今日ＪＡさんは来てないんですけれども、学

校給食等についても少し書いてあるんですけど、髙橋さん、今日いらしたばかりで申し訳ないんですが、

何か給食とかでこんなものを多く出していますよとか、そういうのがあればお話ししていただけますか。 

○髙橋委員 給食で。 

○事務局 給食でこんなものとか。例えば７月だったら、トウモロコシとか。よく使われるもの……。 

○髙橋委員 今年は暑さがやっぱりすごくて、雨が降らない。水をまくにも限界があるみたいな、結構

駄目になっちゃうものも多いし、多分キャンセルもめちゃくちゃ多かったんじゃないのかなというのが

ある。うちもそうなんですけど、何作っていいか分からない部分がある。うちは、ハウスとかは施設が

ちゃんとしているというか、カーテンとかも、光の入れ方とか、ビニールも直じゃなく反射するみたい

な、そういうものを使っているのでハウスの中はよかったんですけど、露地とかになると、トウモロコ

シ１個で見ても、やっぱりハクビシンにやられるみたいな。そうすると、まく前からもう駄目になると

いうのが分かっているので、うちはやめちゃったとか。あとは、今年でいえば、ブロッコリーなんかも、

冬が高かったので、比較的。要は肥大する前に黄色くなるみたいな、そういうのも起きちゃって。たま
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たま弟が農協でそういう課にいるので、三鷹にいるから情報を聞いたら、やっぱり三鷹も全滅みたいな。

それでメーカーも品種改良してという感じなので、何を作っていいか分からないというのが現状で。物

もよくなければクレームになっちゃうので、そうすると出せないという悪循環もあり、ここからいろい

ろ考えていかなきゃいけないのかなという時期で、異常とか、過去最大の何ちゃらというのが多分毎年

続いていくと思うので。来年になったら２か月雨降らないかもしれないみたいな、もうリスク管理みた

いな感じになっちゃうんで、ここから何をやっていこうかなというのは、農家さん、みんな思っている

ところじゃないのかなと。野菜できないと給食の量も増えないので、そこら辺、ちょっと考えてやって

いかなきゃなというのが現状です。 

○事務局 ありがとうございます。年々異常気象がひどくなってきて、農家さんも御苦労も大変だと思

うんですけれども、それぞれの方からなかなか、こうやって聞く機会がないと私たちも知る機会がない

というところもありますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ほかに何かありますか。 

○山岸会長 よろしくお願いいたします。 

○保谷委員 保谷です。 

 １８番の学校給食のところなんですけど、この前、農家さんに聞いたときに、規格のずれによって納

品が難しいということを聞いたんですね。少し丈が足りないと駄目とか、少し虫食っちゃうと駄目とか、

そこがあまり厳し過ぎると、結局それが減ってきたり、地場のものをせっかく使っているのに農薬増や

さなきゃいけないとか、そういうことになるとすごいもったいないなと思うので、この辺のずれという

のがどうなっているものなのかというのが、ちょっと確認したいなとは思うんですけど、分かりますか。 

○山岸会長 今日は中学校の栄養士、長谷川委員のお休みなので、今日出席でしたらぜひ意見をお聞き

したいところなのですが、多分学校給食は、当日の朝から下処理というか、野菜を納入して、洗って、

過熱をして調理をするという、限られた時間の中なので、できれば規格がそろっている、異物を除去し

やすい、そういった品質のものを求めるという傾向があるのではないかと考えられます。そうしたとき

に、やはり洗浄に、下処理とか野菜を洗うときに、野菜も３回以上洗うというふうに決められているん

です。そういったときに、やはりこういった規格がばらばらだと大変というようなことで、使用側から

すると、そういった要求があるのではないかと。ただ、今、髙橋委員や保谷委員さんのほうからもある

ように、生育されている方はもう本当に一生懸命やってくださるので、少しずつそういった折り合いと

いうんでしょうかね、何かそういったことも今後必要になってくるのではないかなというふうに、ちょ

っとすいません、私の意見で申し訳ないのですが、思っているところです。今後、長谷川委員のほうか

らも、また次回でも御意見いただければいいんじゃないかなというふうに思います。 
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○松嶋副会長 松嶋です。 

 本当に今おっしゃったように、農家の方と調理師さんの間の調整というのが、ここ何年もの間、課題

になっていて、私も農業委員と食育委員の両方をやっているので、間に入って農家さんの話も聞き、そ

ちらの給食の方の話を聞くところによると、農家さんのほうは、できればＢ品を使っていただきたい。

でも、学校のほうは本当に効率化で、朝、戦場のようなところで、ちっちゃいジャガイモ、大きいジャ

ガイモをむき分けている時間がないので、できれば同じ大きさで、なるべく大きいもの、手順が少ない

大きいジャガイモがいい、ニンジンも大きいものがいいと。ニンジンもすごく大きいニンジンを要望さ

れているんです。農家さんの方が給食に合わせてニンジン、大きいのを作っちゃうと、例えばそれがキ

ャンセルになったら、農家さんとしては、こんな大きなニンジン、普通では売れない、どうしたらいい

んだよという形になって、お互いにちょっと言い分がすれ違っているところも、ここ何年もあって、そ

のコミュニケーションを取ろうということで、何度も、目合わせ会というのは経済課のほうと３者でや

っていらっしゃるんですけど、そうじゃなくて、もっとざっくばらんな、畑でみんなで収穫しながら、

栄養士さんに来ていただいて、農業のことを聞いてもらいたいなという会をしようという話があるんで

すが、コロナ禍で３年間、それができていないということになっておりまして、今年、来年くらいには

栄養士さんを招いて、皆さん、農家の方と農業委員の委員会とかでもそういうことができたらいいなと

いう話はしているところです。 

 また、すみません、余談になりますが、この間、都市農業の会で他市の学校給食の状況を聞いてきた

んですけれども、小平市のＪＡの職員の方、中野区の管理栄養士の方、武蔵村山市の生産者の方、三者

三様、どのように給食に取り組んでいるかというお話を聞いてきたんですけれども、どの市の方を聞い

ても、そこに向かうやはり御苦労があって、ここの市がどうのということではないんですけど、個人の

熱意とかに工夫に左右されちゃうんだなという。そのＪＡの方は、ずっと給食にたくさん使ってもらい

たいと思ってこういう工夫をしているというような。結局、配送ですよね。農家さんを回ってＪＡの方

が学校のほうに配送、配達している仕組みとか、今、武蔵のほうでやっていただいている小金井市も、

それができるようになって大分、１４％ぐらいになっているかと思うんですが、配送とか、そういう課

題があるところを誰かのアイデアによって克服して、それをやっているんだなということが私も分かっ

て、それを小金井市のほうで活用できないかなと私も考えているところですが、なかなか難しい問題だ

と思っております。 

 以上です。すいません、長くて。 

○事務局 ありがとうございます。また、学校給食につきましては、今日、実際やっていらっしゃる方

がいないので、また次に長谷川委員が来たときに、どうしているのかということを聞いていただけたら
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と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○松嶋副会長 すみません、補足なんですけど、今年の１１月に、この前の委員だった萩原さんが栄養

士の皆さん向けに講座を行うということです。「みんなの給食委員会」というところが主催で栄養士さ

ん向けに講座を行うということで私のほうに御相談があったので、萩原さんを御推薦させていただいて、

農家としてどのように給食に取り組んでいるかというお話をしていただく予定ですので、もし御興味が

あるようでしたら御出席されてください。よろしくお願いします。 

○事務局 健康課でも夏休みに小学生向けの栄養講習会で学校の栄養士の皆さんが講師になったんです

けれども、そのときに地場野菜について子供たちにお話をしていただきました。 

 それから、８ページの２２、２３がごみ対策課が開催したものですけれども、コロナが終わり、収穫

体験が再開されたとのことです。こちらに参加されたことがある方とか、いらっしゃいますか。 

 特にいないようでしたら、次に行きたいと思います。２３番の保育園出張講座です。出張はコロナで

できなかったけれども、令和３年同様、紙芝居を保育園のほうに差し上げて、保育士の方が子供たちに

その紙芝居を読んであげるということでした。 

 次は、９ページなんですけれども、２４番から３０番が健康課、３１番が子育て支援課のページにな

ります。うちの講座等も出ているんですが、マタニティクッキングというのは、妊婦とそのパートナー

の方に講義とか実習とかをしていたんですけれども、実際には、今妊婦さんが産休に入るまで働いてい

る方が結構多くいらっしゃって、なかなか平日ではということで、去年なんかは全部土曜日開催にした

んですけれども、それでもほとんど人が集まらないような状況になっております。次に両親学級という

のもあるんですけれども、こちらは年に１６回行われていまして、こちらのほうでも栄養講座、令和４

年からはもう復活していますので１番のマタニティクッキングは取りやめにして、今年度、その分を離

乳食完了食ということで、ちょっと新しい講座に変えて行っています。一応、妊婦の方については両親

学級のほうで栄養教育も行なっていますので。 

 それから、３番、離乳食教室です。こちらについては先ほども言いましたけれども、試食は見本を見

るだけで、あとは講義と質疑応答ということで行っております。多分皆さんのイメージから、参加する

のは母親と子供みたいに思われる方が多いかと思うんですけれども、両親での参加希望の問合せも去年

は結構多かったんです。ただ、去年はコロナ禍だったために、対象乳児１人につき保護者１人という形

で行っておりました。ここの調査とは関係ないんですけれども、今年度、５類になりましてからは、両

親で参加したいという方はいらしていただいています。関係して、男の方で１人で来る方もいらっしゃ

いますけれども、今は別に珍しいことではないので、また今後、そういう形で増えていくかなというふ

うには思っています。 
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 それから、２７番の乳幼児食育メール。こちらは、毎月１９日が食育の日と呼ばれているんですけれ

ども、その日にゼロ・１歳、２・３歳、４・５歳という形の３段階で、例えばゼロ・１歳だったら離乳

食教室の質疑応答だったり、２・３歳であったらこどもクッキングの献立の内容や、ちょっと様子なん

かも記事にして掲載しております。 

 ２８番のこどもクッキングというのは２・３歳とか３歳から５歳という枠で、どちらかというと、お

うちで調理をするのは難しいので調理体験という形で行っています。ただ、去年は試食はできなかった

んですけれども、今年度は７月からだったのですが、試食をするようにしています。 

 ２・３歳で何ができるのかなと思われる方もいらっしゃるかもしれないんですけれども、丸めたりと

か、野菜をちぎってみたりとか、そういうことでも結構２歳ぐらいでも上手にできるようになります。

なかなかおうちだと散らかるとか、そういうこともきっとあると思いますが、結構皆さん、楽しんでい

らっしゃいます。 

 それから、２９番の乳幼児保健相談、別名、のびのび広場相談というんですが、こちらは栄養相談も

しているので食に関係あるかなということでここに入っているんですけれども、ほかには母乳相談、歯

科相談、保健相談などを行っています。 

 令和３年度は、やっぱりコロナだったので中止になったことも多かったんですけれども、昨年度、令

和４年度は年６４回ということで、全部で６会場ですね。そちらのほうに、保健センターは毎月あるん

ですけれども、場所によって隔月というところもありますが、去年は予約制で行っていました。ただ、

今年５月８日からコロナ以前と同様、予約なしで受け付けるようになりましたので、さらにまた多くの

方に対応可能となるかなと思っています。 

 ３０番の栄養個別相談です。こちらのほうは、小さいお子さんがいる方は、前もって予約をするとい

うのは非常に難しいところがありまして、実際にいらっしゃるより電話で簡単に聞きたいという方も多

いので、前回のとおりで、結構電話での問合せは多かったです。内容としては、偏食だったり、離乳食

が進まないとか、そういう内容です。 

 ３１番のエンジェル教室です。こちらは、この建物に入っていただき、健康課のところから一番奥に

進んでいきますと、ゆりかごという保護者とお子さんの広場があるんですけれども、そちらが主催して

いる教室で、５か月児とその保護者を対象に１か月に２回、２日間コースということでやっていて、そ

のうちの１日に離乳食の講座もあります。こちらの離乳食講座は健康課とは少し違うプログラムで行わ

れているのと、ほかにリズム遊びだったり参加者同士と交流なども行っているそうです。 

 一応、９ページはここまでなんですけれども、ここまでで何か御意見のある方はいらっしゃいますか。 

○北脇委員 北脇です。大きく分けて２点ありまして、まず、マタニティクッキング、両親学級、離乳
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食教室のところの兼ね合いなんですが、マタニティクッキングが、もう離乳食完全食に回すことにした

というのは、今の若い方の生活リズムを考えると、残念ながら当然なのかな、終了することを英断され

てよかったのではないのかなとは個人的に思います。ただ、やはりこちらのほうは、内容としては大事

なので、両親学級のほうで、もちろんそちらのほうはやっていただいて、視覚で訴えるのはとても大事

だと思いますので、実物の量の、例えば野菜何グラムはこのくらいですよという、本当は実物がいいと

は思うのですが、置いておくのも大変なので写真で見せるとか、クッキングのよさというのは、やっぱ

り手で見て触ってという視覚に訴えるみたいなところがあると思うので、それができない分、両親学級

のほうでクッキングの代わりになるような、実物を見る、写真なりそういうのを見る、大きさを見る、

そういったことを取り入れていただくように、両親学級のほうでなくなった分のフォローを入れていた

だくといいかなと思いました。 

 それから、マタニティクッキングが終わるので、「離乳食完全食に回す」と書いてあるのですけれど

も、ごめんなさい、こちらは専門用語なのかもしれないのですが、ちょっと私はこの単語を聞いたこと

がなくて、「離乳食完全食」って一体何かと思ってしまうんですね。離乳食は、１回食、２回食、３回

食というのが母親、父親、子育て中の親にとってよく聞く単語だと思うのですが、完了食という言い方

はしていないんですね。あとは、大人と同じ御飯を食べるための移行期間みたいな、多分そういう意味

合いだと思うのですが、ちょっと用語としてとても難しく感じるので、多分３番の離乳食教室に組み込

まれるんだとは思うのですが、入れるときに、もうちょっとイメージしやすいもの、３回離乳食を終え

た方向け講座とか、ちょっと工夫していただくといいかなと思いました。なので、この言葉は書類上だ

けなのかもしれないのですが、開催のときには実際に困っているお父さん、お母さんに届く言葉で届け

ていただきたいなと思いました。 

 次は２９番の乳幼児保健相談、こちらは健康課の方が行っています。行政の課題だと思うのですが、

課の連携をちょっと意識していただきたいなと思いまして、子育て支援課のほうもかなり情報を持って

います。子育て支援課さんのほうが発行している、発行というよりまとめている「のびのびこがねいっ

こ」はゆりかごさんの前なんかにも置いてあるので資料のほうは置いてあると思うのですが、ぜひこち

らも皆さんに配ってあげていただきたいと思います。 

 理由としては、市民活動団体とか、支援団体とか、あとは子育ての発達のカレンダーがあったりとか、

食育ナビが入っていたり、食育のホームページが入っていたりとか、子育てに関するありとあらゆる情

報がそれ１冊に小金井市の情報がまとまっていますので、こちらは保健師さんと栄養士さんが万全な体

制で迎えていると思うのですが、専門的なところ以外のもの、総括的なものは「のびのびこがねいっこ」

を使っていただいて、その場で聞けないこともあると思います。持って帰ってもう一度読み直してみた
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らこんなにいい情報があって、市の行政だけじゃなくて民間の支援団体、非営利のボランティアの人た

ちもうまく使って、そういった方にもつなげるという役目があると思うので、こちらのところで子育て

支援課さんが出してくださった情報もうまく活用しながら、配付物と一緒にセットで配っていただく、

そういったことをしていただけたら、さらに救われる方がいらっしゃるのではないのかなと思いました。 

 以前お尋ねしたら、配っていないとおっしゃっていました。健康課さんの課長に確認したんです、近

藤さんの隣の。以前、私が２年くらい前に窓口に寄ってお話ししたら、配っていませんということだっ

たので、今も配っていないと思いますので、こちらのほうをもし配っていなかったら、ぜひ配っていた

だいて、せっかく市で発行しているものですので、活用していただければと思います。 

 以上です。 

○事務局 今の件なんですけれども、のびのびこがねいっこは、母子バックといって、お子さんが生ま

れたときに……。 

○事務局 生まれたときではないです。妊娠届をご提出いただいたときにお渡ししています。 

○事務局 そうだ、妊娠届。ごめんなさい。 

○事務局 母子手帳をお渡しする際に、妊婦健診の受診票や各種ご案内をセットにしてお渡ししており

まして、そこにのびのびこがねいっこも同封しています。 

○北脇委員 ありがとうございます。そこもすごく大事なのですが、プラスアルファ、ここでもやっぱ

り配っていただく。情報というのは変わっていますし、こちらは毎年発行しているものなんです。それ

から、やっぱり妊娠中のときに欲しい情報と、実際に子供が大きくなって離乳食とかが始まったら悩み

って全然違うので、同じ冊子をもらっていても見るポイントが全然違うんですね。そのときは、もう必

要ないと思って捨ててしまった方もいると思うんです。なので、こちらのほうは、事あるごとにどんど

ん渡していく。それで、子育て支援課さんに以前、確認したことがあったんですが、やはり余っている

そうなんです。もったいないですので、こちらは本当に総括みたいな感じの内容になっていて、私もす

ごくこれに救われたんです。なので、ぜひこちらを何度でも活用していただく。置いておいて、お持ち

帰りくださいというのももちろんなのですが、こういうところで紹介しているという、それだけでも全

然違うと思うので、ぜひ御検討いただければと思います。 

○事務局 お子さんが生まれた後に新生児訪問をさせていただいていますが、訪問の際に、ちょっとお

渡しまでしているかはわからないですが、のびのびこがねいっこを用いながら、こういうサービスが利

用できますよとか、こういう施設がありますよ、と説明させていただいているので、多分お母さんたち

も認知はされていると思います。 

 ただ、たしかにおっしゃるとおり、妊娠届を出したときって、お子さんが生まれる前なので、もらっ
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てもあまり実感がなくて、どこかになくしてしまった、という人もいるかもしれません。そういう人た

ちへ、子供が生まれた後にお渡ししやすいような方法などを健康課の保健師と相談し、また、子育て支

援課にも部数を多めにもらえるかどうかなど検討させていただきます。 

○北脇委員 理想としては、妊娠中に１冊、生まれてゼロ歳から１歳の間にもう一冊、３歳以降でもう

一冊ぐらいの感じで、やはり年代によって悩みがかなり変わってきますので、そのときに、お知らせす

るのではなく、お渡しするという方向で検討していただきたいと思います。お願いいたします。 

○事務局 ほかにございますか。 

○妹尾委員 疑問に感じたんですけど、３０番の栄養個別相談で、令和３年度の実施回数が１０回で、

令和４年度は４回に減り、実施者の数も２２人から５人に減っていますよね。電話対応も令和３年度は

１１５件あったのが８７件に減っています。それで、自己評価がＢのまま変わらないというのは、どう

いう判断でしょうか。明らかに令和４年のほうが実績は劣っていると思うのですが、いかがでしょうか。 

○事務局 回数自体は、どちらの年も１２回、こちらとしては設定しています。ただ、来られなかった

と。来られなかったり、予約を入れてもキャンセルされることがあるんです。当日来なかったとか。そ

ういうこともあるので、ちょっとこちらは回数がそのようになっています。年間としては、こちらとし

ては設定して、その日は待っているというような形にはしています。 

○妹尾委員 その設定自体に何か問題があるとか、そういうことはないんでしょうか。 

○事務局 ないと思います。 

○妹尾委員 それを改善していかれないのか。来られないところで待っていても、誰も来なければ意味

がないので。自己評価が変わらないというのでよろしいのでしょうか。 

○事務局 あとは、対象の人数とか、その年にもよると思うのですが、人数だけであればＣという形に

したいと思います。 

 それで待っていてもというよりは、ほかにも相談を結構やっているので、必ずしも電話じゃなくて、

例えばのびのび広場相談。栄養個別の場合は、お部屋で１対１みたいな形になるんですけれども、もう

一つの、のびのびのほうだったら、人のいる中での個別相談みたいな形です。人のいる中でという言い

方はおかしいんですけれども、例えば９時から１０組ぐらい来ているとしたら、同じお部屋の中でやる

のと、栄養個別の場合は、もう完全にその保護者の方と１対１みたいな形でやることになっています。

なので、同じ保健センターに来るんだったら、たくさんいて、例えば栄養だけではなくて、のびのび広

場相談の場合は栄養と歯とか、それから、母乳相談と離乳食の話とか、そういうふうに１日で幾つか相

談できるということもあるので、そちらのほうがいい方はそちらのほうに来られるとも思うので。 

○妹尾委員 この相談スタイルに問題があるんじゃないかということは特に感じられないですか。 
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○事務局 電話があった場合は、いらっしゃいますかということもあるんですけれども、あとは、やっ

ぱり保護者の方のニーズもあると思うので。 

○妹尾委員 自己評価がＢのまま変わらないというのでよろしいのでしょうか。それが疑問なのですが。 

○事務局 分かりました。 

○事務局 この人数がというのは……。 

○妹尾委員 明らかに減っているので、どうなのかなと思ったんですけど。ありがとうございます。 

○事務局 では、こちらとしては再検討ということでよろしいでしょうか。 

○妹尾委員 お願いします。 

○事務局 また次回ということで。 

 ほかにございますか。もしほかにないようでしたら、一応、今３１番なんですけれども、６８番まで

あって、１日で全てできるわけではないので、今回はここまでということにしていただき、後半またい

ろいろ報告等が多いので、こちらのほうに移りたいと思います。３１番以降にお話をお願いした方や御

意見のある方、御意見を用意されてきた方は、すみませんが、次回によろしくお願いいたします。 

○山岸会長 長時間にわたり、ありがとうございました。幾つか、フードドライブの評価方法ですとか、

先ほどの学校給食での活用推進の在り方ですとか、今、子供たち、乳幼児と保護者の食育推進でも幾つ

か委員のほうから質問や提案があったと思いますので、これはまた次回に回答できるものは回答してい

ただきというふうにお願いしたいと思います。 

 ちょっと時間も押してきて、申し訳ありません。次にいきたいと思います。議事の２番、今年度、６

月１８日に実施された「小金井市民歯と口の健康２０２３」になります。服部委員、よろしくお願いい

たします。 

○服部委員 お手元にカラーコピーのプリントを配付してありますけれども、６月１８日に宮地楽器ホ

ール、駅前で、開催しました。来場者数は３７４名で、一般にいらした、一般というか下にスナップ写

真が幾つか載っていますけれども、そういったイベントに参加したり、検査をしてもらったりという方

が３７４名で、がん検診は１２４名いらしたと。そしゃく力だとか、唾液だとか、位相差顕微鏡で見て

みようと。ふだんはないような検査のほかに、お子さんが喜びそうなイベント等を１日にわたって行っ

たわけです。 

 そのほか、口腔がん検診につきましては１２４名中７名ぐらいの方が、ちょっと総合病院の歯科、あ

るいは口腔外科に受診を勧められたということでして、その内訳３人か４人ぐらいは、白板症といいま

して、「白い板の症状」という字を書きますが、がんではないんですけれども、おおむね５％から１０％

の確率でがん化する可能性があるというちょっと厄介なものがあるということで、特にそういう方が多
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かったということです。ただ、逆に見ますと、１２０人近くの方が心配していたり、気になっていたり、

口の中にちょっといろいろと問題があったんだけれども、行ってみたら別に心配はありませんよという

ことで、そういった意味で安心された方が１２０名近くいらしたということで、そういった意味では非

常に意味があったかなという気がします。 

 来年も同じ宮地楽器ホールで、「小金井市民の歯と口の健康２０２４」になりますけれども、予定し

ております。時期については、来年度は今年とは違い６月ではなく、ちょっと秋口になる可能性もある

ということですが、間違いなく来年度も行いますので、興味のある方は、ぜひ来年は御参加くださいと

いうことです。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございました。何か質問がある方、また、会場に実際に足を運ばれた方はいら

っしゃいますでしょうか。何か質問等でもよろしいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○服部委員 ちょっと蛇足ですけれども、下から２段目の右側の写真を見ていただくと、御夫婦で、間

のベビーカーにお子さん、小さい赤ちゃんかな、を乗せていらっしゃっている方のお写真が載っていま

すけれども、去年まではここでやっていたので、こういう、ベビーカーでお子さんと一緒にという方は

ほとんど見かけなかったと。宮地楽器で始めて、今年度についてはこういう方が結構いらしたというこ

となので、交通の便がいいというのは、そういったメリットがあるかなと、担当役員が言っていました。 

 これは一応補足です。 

○山岸会長 ありがとうございます。 

 では、次に行きたいと思います。ありがとうございました。次は、ブロリー収穫大作戦についてです。

髙橋委員、よろしくお願いいたします。 

○髙橋委員 これって、どこまで、どう報告すればいいんですかね。 

○山岸会長 ホームページで私もちょっと検索できたんですけど、じゃあ……。 

○松嶋副会長 主催でされていたので、私も参加しているんですけれども、どういう取組だったかとい

う内容を髙橋委員からお願いしたいと思います。 

○髙橋委員 これは個人じゃなくて法人のほうで今何ができるかなということで、農家だけが頑張って

いてもあまり声って届かないよねというのはすごく思って、今一番必要なのって、作るということも大

事なんですけれども、やっぱり農業振興という部分が大事なんじゃないかなということでいろいろ考え

ていたときに、最初にあった「また明日」の森田さんとか、「ＰＡＲＩＴＡＬＹ」の江頭さんとか、そ

の辺の方とお話をして、地域の子供を絡めて、農業を通じてより豊かになってもらいたいというのと、

あとは、都市に農地ってこれだけ必要なんだよという地域との相互理解というんですか、ということを
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どうにか形にしたいということでやり始めて、１月に緑中の中学生に職場体験で種をまいてもらって、

それで３月にみんなで定植して、取り始めは５月、６月で、６月の頭で終わっちゃったんですけれども、

６月２４日に子供たちがリーダーを決めて班になって、多分大人も含めて１００人以上が行ったのかな

と思うんですが、貫井南児童館をお借りしてピザを焼いてということ、あとは、市長とか教育長とかい

ろいろな方に協力してもらって一つの事業をつくったというところです。 

 ブロッコリーが７,０００ぐらい植わっていたんですけれども、ブロッコリーってそんなに手間がか

からないんですよね。要は、種をまいて植えるまでに２か月、植えてから収穫までに大体２か月で、そ

の間って特に何もやることがなくて、土寄せとか農薬散布とか、その辺でやっぱり子供の関わりが少な

かったというのが課題で、今後どうしていくのかというのは、１回きりじゃなくて継続的にそういうこ

とをやっていきたいなという現状です。 

 ６月２４日に種をまいてもらったんですけれども、結局暑過ぎて葉っぱが焼けて駄目になったと。何

年農業をやっていても毎年１年生という感じなので、まいて駄目ならまき直すということの繰り返しで、

成功するまでやるという感じで今やっているので、野菜に関しても今後どうしていくか決めるのも課題

かなというところです。 

 自分からは以上です。 

○山岸会長 ありがとうございます。ホームページのほうでもいろいろと情報をアップされているんじ

ゃないかなと思いますが、何か質問とか、参加された方がもしいらっしゃったら御意見などをお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○松嶋副会長 それでは、今、話をされましたが、私はピザ焼きのサポートで当日入らせていただきま

した。そのときは、本体はもう取って、販売も子供がされたんですよね。 

○髙橋委員 そうです。 

○松嶋副会長 自分たちが育てたものを地域の方に買ってもらうというような、商業的な意識のこと、

自分たちが収穫して売るというところと、そしてまた、収穫して、脇芽なんですが、みんなでピザ台の

上に自分たちで思い思いにチーズを乗せたり、ブロッコリーを乗せたりして、わいわい言いながら焼い

て食べるという、そこまでのことで、すごく子供たちにとっては非常に印象に残ったイベントだったん

じゃないかなと思います。自分が作って育てたから僕のブロッコリーみたいな感じにもなっていて、あ

んまり乗せていない子がいたので、「もっと乗せれば」と言ったら、「実はブロッコリー、大嫌いなん

だよね」みたいなことを言っていて、「でも、多分自分で作ったからおいしいんじゃない？」と言った

ら、「どうかな」とか言いながら、でも、「うえー」とか言いながら食べて、かわいいなと思ったんで

すけど、そういうふうにして、子供たちはすごく一生懸命だし、真剣に農業の在り方も何となく肌で感
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じていて、農地がなくなっちゃうのは困るよねというようなことも意識の中には残っていたようです。 

 なので、やっぱりこういうことを髙橋さんと皆さんが始められていて、都市農業について寄与してい

るのではないかなと思うので、今後ともいろいろ工夫しながら続けていけたらなと思っております。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございました。では、すみません、引き続いて、まろん食堂についてなんです

が、ちょっと一緒になりましたか。 

○松嶋副会長 そうですね。 

○山岸会長 一緒でよろしいですか。 

○松嶋副会長 はい。 

○山岸会長 ありがとうございました。今、ブロリー……。 

○松嶋副会長 じゃ、まろん食堂についてちょっとお話を、内容だけさせていただきます。 

○山岸会長 よろしくお願いいたします。 

○松嶋副会長 武蔵小金井駅の近くにわくわく都民農園という貸農園ができたのですが、その横にセミ

ナーハウスみたいな形のものがありまして、そこで今、月に１回、第三日曜日に子ども食堂的な形では

あるのですが、まろん食堂という形で、普通の子ども食堂、今まで、「また明日」さんとか、いろいろ

なところでやっているところが多いのですが、こちらは特に野菜を食べていただく、地場野菜を食べる

ことに主眼を置いてやっています。 

 特徴的なのは、まろんチケットというものを１枚５００円で地域の大人の方に御支援いただくという

形で購入していただき、それをボードに張っておくと、子供が来てそれを１枚取って、１グラム１円で

お総菜を販売しているのですが、５００円超えちゃっても多分そのままお渡ししているかと思うのです

が、１枚１食でお子さん、乳幼児の食べられるぐらいの年齢の方から大学生までがそのチケットを使え

るということで、随時３０枚くらいははけていて、毎回、地域の商工会の方とか、来た大人の方で、私

も１枚買うわということで張りつけていく方、それで、そのチケットには「おいしかったです。ごちそ

うさまです」とか、「土地の野菜を食べたら、よかった」とか「楽しかった」という御意見があって、

そういうふうに、そのチケットを通じてやり取りがあるのもいいことだなと思っています。 

 やっぱり子ども食堂というと、いろいろな課題があると思うんですけれども、多分こちらのほうは農

家さんから野菜を頂くというよりは、ちゃんと仕入れて、一応収益も上がるようにして運営していると

いうことだと思います。私は賄いのボランティアでやっているのですが、常時１０種類ぐらいの料理を

ＰＡＲＩＴＡＬＹさんが作って、当日の朝、それをボランティアスタッフがいためたり、温め直したり、

また、さっとできるのはその場で作って、１２時から４時までなんですが、大体１００食ぐらいは出て、
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毎回非常に好評になっています。 

 また来月もあるので、どなたでも大丈夫なので、一度遊びに来ていただけたらと思います。よろしく

お願いします。 

○山岸会長 ありがとうございます。すみません、場所をもう一度。 

○松嶋副会長 場所は、わくわく都民農園といいまして、北口の、電車から見える貸農園があるのです

が、そこに。セミナーハウスで、日頃はそちらでランチもできるようになっていて、地場野菜も売って

いて、都民の農業を通じた交流の場みたいになっているところがありまして、それも都市農地を都のほ

うが借りて、観光まちおこし協会さんが運営しているという場所になるのですが、そこの土日の活用と

いうことで、第三日曜日にまろん食堂を運営しているということです。 

○山岸会長 ありがとうございました。第三日曜日ですね。 

○松嶋副会長 はい。 

○山岸会長 すみません、私が質問してしまいましたけれども、ほかに委員の方、ありますでしょうか。

よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 では、次に移りたいと思います。次は、多摩府中保健所・ＪＲ東小金井駅・東京電機大学付属中学校

高等学校の「“ちゃんとごはん”習慣で健康的な学生生活を」の駅構内での広報活動についてです。松

本委員、よろしくお願いいたします。 

○松本委員 お願いします。本日、カラーの報告書をお配りしています。こちらに沿って御説明します。 

 ７月６日の朝の時間帯に、ＪＲ東小金井駅のコンコースにおいてJR中央線コミュニティデザイン様と

東京電機大学高等学校の御協力の下、「ちゃんとごはん」のキャンペーンを実施いたしました。 

 実施の内容としては、保健所の栄養・食生活ネットワーク会議というもので制作しました「朝食で一

歩前へ」という動画の啓発チラシですとか、キャッチコピーを入れたティッシュの配布、それから、東

京電気大学高校の放送部の学生さんによる、朝食を食べるメリットに関する駅構内放送と、同校の漫画

美術同好会の学生さんによる「ちゃんとごはん」を啓発するためのポスター掲示という形で行いました。

チラシとティッシュの配布については、７月６日の朝の３０分間のみでしたが、構内放送とポスターの

掲出については、２週間継続して実施していただきました。 

 今回のキャンペーンを行うことになった経緯ですが、小金井市主催の行政機関と関係機関の連絡会議

のようなものがあって、そこで当所の生活環境安全課長が「ちゃんとごはん」動画制作報告及び視聴の

ご案内をしたところ、後日駅長さんから、東小金井駅でキャンペーンをやらせてもらえないかとお声が

けいただいて、実現しました。 

 東小金井駅というのはＪＲ直轄の駅ではなく、住民の寄附でできた駅だそうです。そのため、駅長さ



－２４－ 

ん曰く、住民のために何かをしないと、この駅の存在意義がないとのことで、市民の方のためになるよ

うな広報活動については積極的に御協力いただける姿勢だったというところです。 

 今回ご参加いただいた東京電機大学高等学校も東小金井駅を利用している学校ということで、JRさん

から協力依頼をしてくださいました。駅構内放送をしていただいた同校の放送部は全国のコンクールで

も伝統的に優秀な成績を収めているそうです。非常に落ち着いた、爽やかな声で放送してくださり、朝

の通勤時間帯にすごくいいキャンペーンができてよかったなと思っているところです。 

 お配りした資料の下に東京電機大学中学校・高等学校のホームページから抜粋したものを掲載してい

ますが、このような形で学校のホームページにもキャンペーン当日の様子を載せていただいています。 

 報告は以上になります。本日、この「朝食で一歩前へ」の三角ポップをお配りしました。こちらは、

管内の大学等にお配りして食堂等に置いていただいているところですが、もし大学ではないけれども使

っていただけるところがあればお送りしますので、お声がけください。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございました。こちらのＱＲコードから入ると動画が見られるとのことです。 

○松本委員 そうですね。 

○山岸会長 実際に東小金井駅でちょうどやっておられるときに見られたとか、何か質問とか、委員の

方でいらっしゃいますでしょうか。 

 牧野委員、お願いします。 

○牧野委員 牧野です。７月６日、まさに通勤のときにどんぴしゃり、このキャンペーンに当たりまし

て、ポケットティッシュも頂きました。 

○松本委員 ありがとうございます。 

○牧野委員 放送を東京電気大付属の方がされていたとか、それはもう、通勤でぱっと急いでいたので

全く気づくことはなかったんですけれども、私は東小金井の最寄りに住んでいますので、こちらの学校

の学生さんもなじみがあって、すごく素敵な学校の方だったので。また、東小金井駅が請願駅、武蔵境

と武蔵小金井との間に、中途半端な距離なのでどうしても造ってほしいということでできた駅というの

を知っておりましたので、地元にとってもすごくうれしいニュースで、今後とも続けていっていただき

たいなと思いました。 

○松本委員 ありがとうございます。キャンペーンの当日は、小金井市健康課の近藤さんも来ていただ

きまして、チラシ等配布に御協力いただきました。ありがとうございました。 

○山岸会長 ありがとうございます。あと、ほかの委員の方からありますでしょうか。 

 では、次に移りたいと思います。次は、学務課・健康課合同事業「親子でクッキング」についてです。
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事務局のほうからよろしくお願いします。 

○事務局 今日欠席の長谷川栄養士も関わっていたので、お話ししてもらおうと思ったんですけれども、

今日は欠席なので私のほうからお話しします。 

 こちらは、夏休みに行われた学務課との合同事業についてです。平成２９年度から、夏休みに小学校

一、二年生または三、四年生とその保護者に対し、小金井市の小中学校の栄養士が食育の事業を行って

います。今年度は７月２５日の午前中に実施しました。小金井で取れた野菜を使って調理体験も行って

います。 

 今年度のテーマは「さきどり北欧風クリスマス」というタイトルです。対象を三、四年生にして実施

しました。献立は、サケのクリームスパゲティ、ここではタマネギ、ニンニクが小金井産です。それか

ら、小金井産野菜のサラダ、こちらはトマトとキュウリが小金井産です。それから、ヨウルトルットゥ

です。ヨウルトルットゥというのは、フィンランドの伝統的なクリスマスのお菓子で、クリスマスのタ

ルトという意味だそうです。調理体験では、パイシートを風車のような形に成形して焼いて、ここに小

金井産のルバーブで作ったジャムを乗せて粉砂糖を振りかけたものを作りました。子供たちもルバーブ

は学校で出ていて知っているので、結構喜んで食べてくれました。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございました。何かこちらの取組で質問等はありますでしょうか。よろしいで

しょうか。 

 次は、小金井市食育ホームページ編集委員会についてです。雀部委員、よろしくお願いいたします。 

○雀部委員 副編集長の雀部です。来年の初め、１２月から１月ぐらいにまた新しいチラシを作るので、

今はチラシの内容をどういうふうにするかという話合いをしている段階です。また新しいチラシができ

たら、結構な枚数が出るので、成人式で配っていただけるといいなと思いますけれども、今までずっと

チラシを作ってきて様々なテーマを取り上げてきているので、ちょっと希望的観測で、まだ正式決定で

はないんですけれども、そろそろ小金井市食育ホームページ独自で考え出した「６つのきょう食」とい

う言葉があるので、その「きょう食」についてチラシの中に組み込めればいいかなと考えております。

ちょうどできた次の年ぐらいからコロナになってしまって、コロナ禍はあまり声を大にして言えなかっ

たので、そろそろいいかなと思っています。 

 それから、レシピについては毎月更新していますけれども、前回はタケノコのレシピで、その次がス

ナップエンドウのレシピを作りますよというところまで御説明したと思うんですけれども、６月は、例

年は小金井の旬というか、一番多く出回る時期であるジャガイモを使った酢の物、千切りにしたジャガ

イモをさっとゆでて、ジャガイモではちょっと珍しいと思うんですけど、しゃきしゃきとした歯応えを
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利用して酢の物にしました。それから７月は、松嶋委員が考案されたんですけれども、エビとオクラで

エスニックいためということで、旨味もあるのでオクラがすごく食べやすくなるかなと思います。８月

はつい数日前に出たのですが、コリンキーという生で食べられるカボチャがあるので、それのスムージ

ーです。ヨーグルトと一緒に合わせてスムージーを考えました。またそれも、どのレシピがどう選ばれ

るかは分からないんですけれども、食育カレンダーのほうにいずれ選ばれて載るのではないかなと思っ

ています。 

 先ほど話した栄養成分表示の活用術というのが第２回目、これから３回目というふうに考えられてい

くと思うんですけれども、そちらのほうもぜひ見ていただきたいなと思います。食育ホームページのホ

ームのページの、ちょっとスクロールしなきゃいけないんですけれども、一番下のほうにクイズが出て

いますので、ぜひ見ていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございました。魅力的なメニューも考案していただいているということですが、

今の件についていかがでしょうか。 

 よろしくお願いいたします。 

○妹尾委員 この間、遅まきながら初めてホームページを拝見させていただいたんですけれども、ここ

は１日何人ぐらいの方が訪問しているのか教えていただきたいなと思いまして。 

○雀部委員 雀部です。アクセス解析を見られる権限が編集長しか今見られなくて、委員のメンバーは、

毎月どのぐらいかという詳しい人数を実は把握していないんですね。 

○妹尾委員 大体の人数で。 

○雀部委員 大体の人数……。 

○松嶋副会長 最近は分からないんですけれども、１回グラフを見ると、やっぱりレシピをアップした

後であるとか、今はレシピをアップしたものをフェイスブックや何かで共有したりしているので、やっ

ぱり閲覧がそのときは多くなっているようですが。 

○妹尾委員 何人ぐらいですか。 

○松嶋副会長 そんなにすごくたくさんの人数が訪問しているような感じでもないかなと思うので、少

し見ていただけるような機会を増やしたいと思っています。 

○雀部委員 編集長がお仕事をされている方で、今リアルな会議にほとんど出られない状況なんですね。

私が代行みたいな感じで会議の取りまとめとか、春ぐらいからそういう状態で何とかやっている状態な

ので、アクセス解析の人数の希望があれば、次回の会議でよければお知らせすることができますので。 

○妹尾委員 はい、教えてください。よろしくお願いします。 
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○雀部委員 すみません。 

○妹尾委員 ありがとうございます。 

○山岸会長 ありがとうございます。ホームページのアクセス数なのか、もしかするとインスタグラム

のほうが多いのか、こういうのをやっていますとするのか、ちょっとどちらかは分かりませんけど、今、

ホームページのアクセス数は。 

○妹尾委員 そうですね。知りたいですよね。 

○山岸会長 ぜひ。波及方法でまた何かいい方法があれば検討していきたいと思います。 

○雀部委員 一応、先ほど説明があったんですけれども、フェイスブックでもレシピとかは上げるたび

に、小金井の掲示板というグループがフェイスブックの中にありまして、それが大体４,０００人ぐらい

小金井市民の方が閲覧できる状態にあって、結構見ていただけている状況かなとは思います。 

 ただ、ごめんなさい。詳しい人数はちょっと分からないので、次回の会議までにお知らせできるよう

にします。 

○松嶋副会長 食育ホームページ自体を見ているというよりは、フェイスブックの小金井伝言板を今見

ているのですが、１,０００件ぐらいはリーチしていて、つい最近なので、いいねが１４件なんですけど、

その前のオクラのときも１,５００件ぐらいのリーチで、ぼちぼち、三、四十人の方がいいねをしていた

だいているので、こういうふうに出るのですが、ぽちっと押していただくとレシピページに飛んでいる

ので、載ったときには、皆さん興味を持っていただいているなという感触はありますけれども、ホーム

ページだけに出していたときには、ほとんど多分それがアップされていること自体あまり分からないと

思います。 

 あと、健康課さんがツイッターのほうで流していただいているかと思うのですが、そういうのがどの

くらいかというのは、ちょっと私も把握はしていないです。 

 以上です。 

○山岸会長 ありがとうございます。では、次回、分かる範囲でよろしいので、教えていただければあ

りがたいと思います。 

○雀部委員 分かりました。 

○山岸会長 あとは皆様、よろしいでしょうか。 

 よろしくお願いいたします。 

○妹尾委員 過去の議事録を遡って、拝見させていただきまして、過去の議事録だと傍聴ルールについ

て触れているところがあって、傍聴はどなたでも市民ができるというような記述があるんですけれども、

最近の議事録にその文言がついていないんですが、現在、その傍聴ルールというのはどのような感じに
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……。 

○事務局 傍聴はできるようになっているので、傍聴席を設けているんですけれども、昨年まではコロ

ナ禍の関係で傍聴を、うちの場合はそんなに広い会議室ではないので、去年までは傍聴はできない、で

きないというか募集しますとかそういうことはしていなかったです。 

○妹尾委員 していないということについても議事録になかったので。では、今年はもうできるんです

ね。 

○事務局 できます。 

○妹尾委員 それは何かはっきりと、もう少しアピールして議事録にもきちっと明記しないと分からな

いかなと、市民の方に伝わらないのかなと思ったので。昔の議事録には出ていたので、もっと皆さんに

傍聴していただいたほうがいいのではないかと思います。 

 ＰＤＦで過去の議事録を全部見れますよね。それを拝見したんですけど。 

○事務局 議事録の中で。 

○妹尾委員 そこに明記されていないので。 

○事務局 分かりました。一番最初の１ページ目のところですか。皆様の名前が書いてあるところ。 

○妹尾委員 年度ごとに全ての会議のものがありますよね、今までの過去のＰＤＦ。 

○事務局 はい、ＰＤＦ。 

○妹尾委員 それを拝見したんですけれども。 

○事務局 一番表紙のところに……。 

○妹尾委員 かなり昔のものには、毎回、「傍聴は可である」ということで明記されているんですけれ

ども、最近のものには出ていません。後で御確認ください。よろしくお願いします。 

○事務局 すみません。 

○山岸会長 なるほど。じゃ、ちょっとまた後で確認のほど、よろしくお願いいたします。 

 すみません、長時間にわたり、ありがとうございます。それでは、事務局より次回についてお願いい

たします。 

○事務局 次回につきましては、１１月下旬から１２月上旬の水曜日、午後２時からを予定しておりま

す。 

 また、今回の会議録案ができましたら、前回同様、メールにてお送りいたしますので、御確認、訂正

等をお願いいたします。また、録音機の関係でなかなか言葉が拾えなかったり、それからまた、お話し

した方のお名前がうまく入らなかったときとかもございますので、ちょっと言葉がないところ、お名前

がないところを気をつけて見ていただいて、これは自分ですということであれば、その旨を書いてこち
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らに送っていただけたらと思いますので、御協力どうぞよろしくお願いいたします。 

○山岸会長 分かりました。では、また回ってきましたら、確認などをしていきたいと思っております。 

 それでは、以上をもちまして、令和５年度第２回小金井市食育推進会議を終了いたします。皆様、本

日はお疲れさまでした。ありがとうございます。 

 

―― 了 ―― 

 

 


